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　ごあいさつ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　環境経営理念

　環境保全への行動指針

１ ． 環境関連法規制や当社が約束したことを遵守します。

２ ．

３ ．

４ ． 適正な利用により水使用量の削減に努めます。

５ ． 廃インクの適正管理に努めます。

６ ． 環境に配慮した材料により製品を企画し、お客様にお届けします。

７ ． SDGs に適合した企業価値向上を目指します。

８ ． 地域や関係団体の環境活動に積極的に参加します。

2022年7月10日

制定日：

創意工夫による省エネルギーにより電力・自動車燃料による二酸化炭素
排出量の削減に努めます。

廃棄ロスをなくす等適正な在庫管理を徹底し、廃棄物の発生抑制に
努めます。製造数の管理（重複等ないように）を行い、必要時に必
要量のみ購入の徹底。

表彰商品のスペシャルカンパニーとしていつまでも心に残る人生の証を商品にして提供しています。
「喜びをかたちに」お金では買えない栄誉を与え、さらなるモチベーションをあげるために、
勲章といえる弊社の賞品をどうぞご利用ください。
カタログ掲載の賞品はバリエーション豊富で必要な時におとどけすることをモットーにしています。
また、お客様のオリジナルで生産する賞品は、専門のデザイナーが表彰商品から参加章、
販促品まで幅広く対応し、ご要望に合ったデザインを提案いたします。
進化する「 ＷＯＲＬＤ ＥＡＧＬＥ（ワールド イーグル）」は、お客様と一緒に未来に向かって
大きく飛躍してまいります。
エコアクション21によって企業価値向上を目指していきたいと思います。

未来社会の発展と豊かな人生を目指し、本業である表彰品・記念品の生産を通じて、地球温暖化
問題への取り組みや地域の環境活動に自主的・積極的に取り組みます。
　環境にたいする社会の取り組みの変化に順応に対応し、効率よく、無駄なく、タイムリーにお
客様に感動を与えるサービスとエシカルアワードTMとして環境に配慮した商品を提供することが
当社の一番の環境対策と考えて、会社一丸となって継続的に環境活動に取り組んでまいります。

2020年10月1日

改定日：

代表取締役

環 境 経 営 方 針
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更新日：

（１） 名称及び代表者名
株式会社 大橋金属工芸
代表取締役　大橋　正起

（２） 所在地
本　　　社 大阪市天王寺区清水谷町4番10号
第二ビル 大阪市天王寺区清水谷町9番3号
東京支店 東京都台東区台東2－1－3　センチュリービル3階

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
責任者　 統括部長 藤原　成徳 TEL：06-6761-3936
担当者 総務部次長 岩元　亮二 TEL：06-6761-8952

（４） 事業内容
表彰商品の製造卸、各種イベント商品企画制作・ノベルティグッズの販売

（５） 事業の規模
売上高 億円

従業員　　　　　 名 名 名 名
延べ床面積　　　 ㎡ ㎡ ㎡ ㎡

（６） 事業年度 3 月 1 日 ～ 2 月 28 日

□認証・登録の対象組織・活動
登録組織名： 株式会社 大橋金属工芸
対象事業所： 本　　　社

第二ビル
東京支店
0

対象外： なし 全社全活動認証範囲
活動： 表彰商品の製造卸、各種イベント商品企画制作・ノベルティグッズの販売

□事業の紹介

表彰商品（トロフィー・メダル等）および記念品（周年記念や卒業記念等）の製造を
営み、スポーツから文化に至る幅広い市場を対象とし、エシカルアワードTMとして環境に配慮した商品企画を推進しています。
社内体制は、デザイン提案から納品まで一連の流れで、協力工場は国内外に有し、
海外製品は、貿易部にて迅速に対応しております。

社内部門：経営企画室・総務部

　　　営業部（本社/東京支店）・企画部・仕入部・貿易部・彫刻加工部・製造部・出入荷部
製品： エシカルアワードTM

　　エシカルクリスタルTM　　　　　　　　　エシカルプレーティングTM　　　　　　　　エシカルウッドTM

合計
88名

2,648㎡

2025年3月10日

111

17.7
本　　　社 第二ビル 東京支店

1775 762
59 20 9

組 織 の 概 要
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更新日：

本社
全組織認証範囲

　　　　第二ビル

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

・環境負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックの実施

各部代表会議

2023年2月17日

代表者

岩元　亮二

大橋　正起

藤原　成徳

 環境管理責任者

役割・責任・権限

・環境経営目標・環境経営計画書を承認
・代表者による全体の評価と見直し、指示
・環境経営レポートの承認
・環境経営システムの構築、実施、管理

・自部門における環境経営方針の周知

・自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告
・自部門に必要な手順書の作成及び手順書による実施

各部代表会議

・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施

・環境経営レポートの確認

環境管理責任者

・環境経営方針の策定・見直し

全従業員

・環境関連法規等の取りまとめ表を承認
・環境経営目標・環境経営計画書を確認

・環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理
・環境活動の実績集計

・環境管理責任者の補佐、各部代表会議の事務局

・環境活動の取組結果を代表者へ報告

環境事務局

環境事務局長 環境事務局

各部代表

稲富　光江

代表者（社長）
・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間等経営資源を準備
・環境経営に関する統括責任　(経営の課題とチャンスの明確化）

・環境管理責任者を任命

・環境経営計画の審議
・環境活動実績の確認・評価

・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口
・環境経営レポートの作成、公開（事務所に備え付けと地域事務局への送付）

部門長

・環境方針の理解と環境への取組の重要性を自覚

・自部門の想定される事故及び緊急事態への対応のための手順書作成
・試行・訓練を実施、記録の作成
・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

・自部門の従業員に対する教育訓練の実施

環境経営組織及び役割・責任・権限

総務部

岩元

営業部

斉藤
彫刻部

谷井

入出荷部

吉田
企画部

青木

製造部

白矢

東京支店

大江

仕入・貿易部

馬場

ECｻｲﾄ部

WEB 
ECｻｲﾄ部

青木

ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾂ部

青木サンド部

青木

5 ページ



単位
kg-CO2

ﾄﾝ
ﾄﾝ
㎥

※二酸化炭素排出係数 電力会社の調整後の係数　
※二酸化炭素総排出量には都市ガスも含まれます。

単位：t-CO2

✕

✕

✕
✕

✕
－
〇

〇

〇

SDGs に適合した企業価値向上

0.102

活動目標（内容は「□環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の環境経営計画」参照）

1,015

26.0 25.2

28,684

11.55

97,173

2026年

9.78 9.68

廃インクの適正管理

94,200 92,316 101,222

1,046

2025年2024年

環境経営目標及びその実績

40
0 0

2023年

0.518kg-CO2/kWh

カーボンニュートラルに向けたわが社の取り組み

　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

0.0980.100 0.109

96%

187,592

96%

98% 107%

1,463

97%

178,216

98%

評
価

0.099

0.518 0.518

97%

0.97

97%

kg-CO2

26,230 25,705 29,880

水使用量 869

一般廃棄物の抑制
ﾄﾝ

基準年度比 86%
13.57 12.03

28,983
96%

26.0027.00

（実績）

98,185
（目標）（基準値) （目標） （目標）

基準年度比 98% 114%

水道水の削減 ㎥ 1,463

混合産業廃棄物の抑制

上記二酸化炭素排出量合計 kg-CO2 120,430 118,021 131,101
13.99

燃費 ㎞/L 10.09 9.88 10.3

自動車燃料による二酸化炭
素削減

kg-CO2

1,046
74%

11.67
97%

71% 97%基準年度比

基準年度比

1,434

ﾄﾝ 34.335.0
0.98

96%
25.0
0.96

1,004
98%

環境に配慮した商品の提供

活動目標（内容は「□環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の環境経営計画」参照）

活動目標（内容は「□環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の環境経営計画」参照）

96%

120,430

　一般廃棄物排出量 11.93 14.00

2023年
二酸化炭素総排出量 112,578

主な環境負荷の実績
2022年

廃棄物排出量

131,882
項　目 2024年

基準年度比

混合産業廃棄物排出量
12.03

35.00

電力による二酸化炭素削減

原単位 kWh/千円

195,409

107%

189,547

97%

kWh

基準年度比

181,853

現在

2030年

2050年

対　策
省エネ+ハイブリッド車+再エネ電力

省エネ+太陽光発電+電気自動車+再エネ電力

省エネ+太陽光発電+電気自動車+再エネ電力

化石燃 電力
31 101
15

0

200

現在 2030年 2050年

CO2排出量
化石燃料 電力

6 ページ



数値目標：○達成　×未達成
活動：〇よくできた　△まあまあできた　×できなかった

電力による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2023年

2024年

自動車燃料による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2023年

2024年

一般廃棄物の抑制

取組紹介欄

2023年

2024年

925
1,066

854 1,034 986 748 1,110
1月

・空調温度の適正化（冷房２５℃　暖房２３℃）（共）

燃費 ✕

2月

19,186
8月 9月

○
○

7月6月5月4月3月

○

営業の1名減に伴い、一部的ではありますが、効率よい回り方が出来
なくなったことと、新規開拓のための営業活動をより積極的に行うこと
により二酸化炭素排出量の削減には至りませんでした。今後はそれ
をカバーするだけの効率も考えた営業を行っていきたいと思います。

取組結果とその評価、次年度の取組計画

0.87 1.041.25 1.111.10
0.95 1.21 1.10

1.11

847

○

1.09
1.21 1.02 0.820.85 0.75

1,086 969 985 1,201

2月

取組結果とその評価、次年度の取組計画

10月 11月

ペーパーレス化が進み、紙ゴミの減少傾向は見られます。資源で再
利用出来るものは積極的に活用しており、また東京支店におきまして
も、日々廃棄物の管理も行っており、本社だけではなく、会社全体とし
ての意識づけも出来ています。

9月 1月12月8月

社員およびパートが6名増加し、新しい機械の導入も行ったため、売上は伸びているが売上高原
単位評価が、思うように下げられませんでした。こまめな節電対策は継続して行っており、サー
キュレーターは本社1階と4階に設置。離れた場所までエアコンの風を効率的に送れるため、室内
の温度が均一になりますので、冷暖房の効果が高まることで節電対策の一助として実施しまし
た。またLEDへの取替は次年度に、商品置き場を人感センサー付きで切替えする予定で、カバー
していきたいと考えています。

・不要照明の消灯　スイッチに表示・間引き（共） ○
・部分的にLEDの設置（共） △

・サーキュレーターの設置（共） ○
○

取組結果とその評価、次年度の取組計画達成状況
数値目標 ✕

13,553 11,613 9,710 13,007 17,160

売上原単位 ✕
○

・つなぎコンセントのスイッチタイプに切替（本）

・ペーパーレス　帳票見直し・営業資料の ○

・アイドリングストップ（本）

16,555 12,414

数値目標

10,297

達成状況

✕

7月

・エコドライブの教育（本）

0.96 1.111.02

6月 7月

・商品個々のビニール袋使用の見直し（２ビ ×

1.69 1.23 1.22 1.26
5月3月 4月

1.03
1.07

達成状況
数値目標

5月

1,031

3月
1,090 843

4月
790 981 1,099

1,168 1,149

21,153 13,602
22,388

1,086 997 1,017

8月 9月 10月 11月 12月

10月

16,952 22,14015,402
15,063
12,725

15,063 15,884
14,654

環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の計画

2月1月12月11月
19,801

13,290 17,016 21,575

・分別の徹底（共） ○
・シュレッダー廃紙のリサイクル化（共）

6月

〇

1,124

・効率的なルートで配送（本）

0

10,000

20,000

30,000

3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月

電力（kWh） 2023年 2024年

0

500

1,000

1,500

3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月

ガソリン（L) 2023年 2024年

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月

一般廃棄物（t） 2023年 2024年

センサー付き

エコドライ
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混合産業廃棄物の抑制

取組紹介欄

2023年

2024年

水道水の削減

取組紹介欄

2023年

2024年

廃インクの適正管理

取組紹介欄

有害性物質については丸菱塗料様に有料で廃インク引き取りの依頼をしている。
容器蓋については徹底済。写真参照のこと。
作業ミスについては廃インクの適正管理をする上においてもムダになるので今後も徹底
させてゼロを目指す。
新カタログの印刷には大豆インクを使用する予定。

11月

0.00 0.00
0.00 0.00

11月 12月9月

10月

9.00 0.00
9.000.00

取組結果とその評価、次年度の取組計画

10月

0.00

○
・容器の蓋の徹底（本） ○
・作業ミスによる使用量増加の抑制（本） ○

8月 9月

10296 75 102

達成状況

7月5月3月 12月 1月

94 79

売上との関連があるため、目標値は定めていませんが、インクの使用
管理については適正在庫にも心掛け、徹底されていますので、今後も
続けていきたいです。

181102 164

・代替物質の検討（本） ×

・有害性物質の表示の徹底（本）

取組結果とその評価、次年度の取組計画

74 93 87
11575 83

90 74

0.00
1月 2月

0.00

ガスと水道は業種上、元々の使用量が少ないので、大きな効果は得
られないが、東京支店の意識改革も加わり、使用量は減少させること
が出来た。

取組結果とその評価、次年度の取組計画

数値目標 〇
・作業ミスによる廃棄量の削減（２ビル） ○
・素材別ボックス/置場所の設定（２ビル） ○
・必要時に必要量のみ購入の徹底（共） ○

達成状況

10.00

来期はさらにゴミ処理費用の値上げが予定されており、リサイクル業
者の見直しも検討の余地あり。産業廃棄物の処理申請は上長の元で
更に管理体制を厳しくしていくようにする。

8月
9.007.00 0.00

達成状況

数値目標 〇
・節水シールの貼り付けとポスター掲示

　
・トイレに擬音装置利用（共）

4月 6月

10.00

168
2月

○
○

7.00 0.00
9.00 0.00 0.00

86 78245 92 75
80

4月 5月 6月 7月

0.00 0.00 0.00

3月

0

100

200

300

3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月12月 1月 2月

水道水（㎥） 2023年 2024年

0.00

5.00

10.00

15.00

3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月

産業廃棄物（t） 2023年 2024年
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環境に配慮した商品の提供

取組紹介欄

新しい商品開発のひとつとして環境に配慮したもので、商品開発を進め
贈られる人の健康にも配慮したモノづくりに取り組んでいます。

SDGs に適合した企業価値向上

取組紹介欄

取組結果とその評価、次年度の取組計画達成状況

・売上に対する廃棄率削減（本）

・新しい設備による新製品・商品開発 ×

○

・SDGs の社内研修 ○

達成状況

○ 万博商品にも、リサイクル金メッキを原料とした商品を提案し、売上も
伸ばしており、社会貢献に繋げることが出来た。

取組結果とその評価、次年度の取組計画
・企業PRによる顧客獲得（ホームページ改 × 天然素材利用の商品等、環境に配慮した商品開発を進めており、来

年発刊予定のカタログに掲載販売することに決定した。ホームページ
も合わせてリニューアルする予定で調整中です。

・ＦＳＣ認証材の使用（商品の箱）（本）
・ビニール袋使用商品の限定（本） ○

都市鉱山から抽出した高純度の金メッキによるリサイクル金メッキ記念品を

提供。12 つくる責任・つかう責任を考えて環境に配慮した商品を開発してい

き、SDGsの認定を取得した。後々にはプラチナ会員も目指し、社会貢献に参

画していく。提供する商品を通じて、企業価値を更に高めるＰＲを今後も推し

ていきたい。
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法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

空気圧縮機

緊急事態の想定： 火災の発生
■実施日： ■実施場所：
■参加者：

■実施内容： ☑通報訓練　☑消火訓練　☑避難訓練

■評価： 手順書の変更の必要性 □ あり ☑ なし

■実施状況の様子

緊急事態の想定： 火災の発生
■実施日： ■実施場所：
■参加者：

■実施内容： ☑通報訓練　☑消火訓練　☑避難訓練

■評価： 手順書の変更の必要性 □ あり ☑ なし

■実施状況の様子

フロン排出抑制法 業務用空調機

適用される法規制

騒音規制法
労働安全衛生法 SDS対象物質（リスク評価、適正管理）

適用される事項（施設・物質・事業活動等）

本社ビル

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。

非常連絡を電話の館内放送で通報訓練を実施。全員が避難完了するのに要した時間は2分05秒でした。社員だけの
少ない人数なのでスムーズに行えますが、日中にはパートさんも多くいるため、いざという時のスムーズな避難
を万全にするためにも、パートさんが参加出来る日時で行う必要性もあると感じました。

第二ビル社員4名

本社社員46名

2024/12/27 第二ビル

なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

非常連絡を電話の館内放送で通報訓練の実施。全員が避難完了するのに要した時間は4分30秒でした。避難には訓
練という意識があり時間がかかっていますが、その後は消火器の使い方等も学習し有意義な訓練活動になったも
のと思います。今後におきましても日頃からの防災意識を高め、安全のための通路確保など備えを確実にしてい
きたいと思います。

顧客要求事項 コロナ対策（衛生管理）.個人情報管理（保護規定の遵守）.
環境マネジメントシステム導入

2024/12/27

環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無

緊急事態対応の試行・訓練

一般廃棄物、産業廃棄物（混合）廃棄物処理法

火災予防・消火設備（定期点検）消防法
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実施日：

環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり

環境経営目標・計画 □ 変更なし ☑ 変更あり 東京支店の実績を踏まえて見直すこと
実施体制他 ☑ 変更なし □ 変更あり

□編集後記

2025年6月10日

代表者による全体の評価と見直し・指示

更新の手続きに時間を要してしまっており、ご迷惑おかけしていますが、継続的に改善していくことにより、環境面だけでなく、経費
の削減や、目標管理の徹底等、経営面での効果もあげることができると思いますので、エコアクション活動の取組みは不可欠なも
のと感じております。引き続きご指導・ご協力の程よろしくお願いいたします。

2025年 6月30 日　　　　　環境委員会　事務局

環境問題に取り組みながら他社との差別化を図り、業績向上を目指して機械の導入、採用による人員増を積極的に実施す
る。環境に配慮しながら社内加工を増やし、商品化へと深めていく。前年より電力と二酸化炭素が増加傾向にあるが、電気の
人感センサー・サーキュレーター、ハイブリッド車等を採用し抑制に励む。目標に関して、現行の社内体制から判断して前年実
績の3％レスを目指す。商品開発は、環境に優しい素材の　”エシカルアワード（リサイクル金メッキ含む）”　を推進し拡販に努
める。

これまでの環境活動の紹介

社員の声

・東京支店においても参画意識が高まり、環境に対する意識も向上しています。

生産性のある意見を大切にして、現状に満足せずに、エコアクション活動をするこ

とによりさらに環境や社会に貢献していきたいと思う。

・来る万博で環境に配慮した商品を販売する予定になり、このような誇りを持てる

商品を広く売り出せるチャンスを得たことを嬉しく思い、これからも積極的にPRして

いきたいと感じています。

センサー付き
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